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３月定例会（人事案件、賛否一覧）

各議員の議案に対する賛否の状況
※○＝賛成　×＝反対　退＝退席　欠＝欠席　除＝除斥　　小野泰秀議員は議長職のため表決権はありません。

固定資産評価審査委員会＝固定資産課税台帳に登
録された価格に関する不服を審査決定するために
設置された機関（行政委員会）。

公平委員会＝地方公共団体職員の利益の保護と公
正な人事権を保障するために設置された機関（行
政委員会）。
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平成 26 年度一般会計予算 可決 3月19日 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×

平成 26 年度国民健康保険特別会計予算 可決 3月19日 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×

平成 26 年度後期高齢者医療特別会計予算 可決 3月19日 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×

平成 26 年度介護保険特別会計予算 可決 3月19日 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×

平成 26 年度太陽光発電事業特別会計予算 可決 3月19日 ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
「四国電力伊方原子力発電所再稼働を考
え直すこと」及び「脱原発に向けた政策
の実行」を求めた国への意見書提出に関
する請願

採択 3月19日 ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ × ○ × × × × ○ ○ ○ ○ ○ × ○

副市長の選任 同意 3月19日 ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

「四国電力伊方原子力発電所再稼働を考
え直すこと」及び「脱原発に向けた政策
の実行」を求めた意見書

可決 3月19日 ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ × ○ × × × × ○ ○ ○ ○ ○ × ○
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公平委員会委員固定資産評価審査委員会委員
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【三重町市場】

任期　自：平成 26 年  4 月 1 日
　　　至：平成 30 年  3 月 31 日

任期　自：平成 26 年  4 月 1 日
　　　至：平成 30 年  3 月 31 日任期　自：平成 26 年  4 月 1 日

　　　至：平成 29 年  3 月 31 日

紙面の都合上、賛否が分かれた議案のみを掲載しています。

生年月日　昭和 23 年 10 月 12 日

生年月日　昭和 23 年  2 月 10 日生年月日　昭和 27 年  2 月 22 日
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が16名の議員
を問う市政

月４日から４日間にわたり行われた※代表質問・一般質問には 16 名の議員が登壇し、農業振興
策や災害対策、観光振興など３８項目にわたり、執行部と活発な論戦を展開しました。

　議会だよりでは、紙面の都合上、質問と答弁を要約して掲載しておりますので、臨場感ある本会議
場での傍聴をお待ちしております。
　なお、車いす用のスペースも設けていますので、車いすをご使用の方もお気軽にお越しください。

３

衞藤竜哉（8 ～ 9 ページ）
・さらにどうなる市職員の体制
・これからの地域コミュニティ整備は

長野健児（10 ～ 11 ページ）
・どうする農業振興策は
・順調か、我が市のまちづくりは

髙山豊吉（12 ～ 13 ページ）
・地域資源の活用は
・自然と人間社会の共生は
・施政方針と総合計画の整合性は
・大丈夫か、大雪への災害対策は

　　　
朝倉秀康（14 ページ）
・各インターチェンジへの誘客対策は
・大雪災害の迅速な救援策を

宮成寿男（15 ページ）
・三重新殿バイパスの早期完成を
・危険な犬飼インターの改良を
・地域防災力の充実・強化を

神志那文寛（16 ページ）
・旧中央公民館の体育室、補助的利用の約束は

渡辺一文（17 ページ）
・今後の中山間地域等直接支払制度の存続は
・市内労働者の雇用条件の向上は

佐藤徳宣（18 ページ）
・標準工期を設定できているか
・老朽危険建築物の実態把握は
・公有財産の登記の状況は

小野勇治（19 ページ）
・市民生活に深く関わる道路整備の取り組みは
・どうする木質バイオマス発電
　
赤峰映洋（20 ページ）
・市民が頼れる病院の方向性は
・石橋の保存状況は
　　　
衞藤正宏（21 ページ）
・ジオパークの推進は
・「地域の宝」である子どもたちへの支援は

内田俊和（22 ページ）
・食のモデル地域育成事業の今後は
・中堅職員研修の在り方は

宮成昭義（23 ページ）
・格差のないまちづくりが築かれたのか
・子ども・子育て支援新制度での考えは

恵藤千代子（24 ページ）
・高校跡地の活用は
・いつか子どもを…と考えているあなたたちへ

工藤友生（25 ページ）
・今後の商業振興については
・農業に関する情報提供の充実を
・今後の観光振興については

川野優治（26 ページ）
・木質バイオマス発電事業、
　地元住民への説明は十分か

※　代表質問＝会派を代表した議員が市長の施政方針や予算編成方針に対して行う質問。通常、第１回定例会および市長改選後の最初の
　　定例会で行われ、本市議会の場合、質問時間は答弁も含め１人 90 分以内の一問一答方式（質問・答弁を回数制限なしで繰り返す）で
　　行っている。
※　一般質問＝議員個人が市の行財政全般にわたり、市長をはじめとする執行機関に対して行う質問。一般質問は各定例会で行われ、本
　　市議会の場合、質問時間は答弁も含め１人 60 分以内の一問一答方式で行っている。

代表質問

一般質問




